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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・自身の担当利用者様のデータベースについて、自立支援医療や手帳などの社会資源の有効期限の入力を進めていくこと。

・南病棟にて患者様2名インフルエンザA型罹患報告あり。三八地区でもインフルエンザの警報が出ている。インフルエンザ感染予防のために、手洗い・うがいを徹底し、人混みを避けるとともにマスクの着用を心掛けること。また、急な発熱や関節痛等の全身症状が出現したら、早めに医療機関を受診すること。

・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備している為、各自確認して記載すること。

・物品発注の決裁は慶長JGMに変更している。確認の為発注時は一言声を掛けるように。

・今後の予定として7月より敷地内全面禁煙になるとのこと。利用者への説明はまだせず、職員内で周知していくこと。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

・認知症ケア専門士認定試験の案内があり、希望の方は佐藤AOMまで。

〔内部研修〕
看護グループ内研修　場所：病院2階会議室
・2/8(金)　 テーマ：「救急対応」
・2/19（火）テーマ：「合併症・身体の管理」
第9回院内研修　場所：メンタルケア病棟3階会議室
・2/26（火）・27（水）　テーマ：「事故対策関連」　講師：赤坂JGM

＜各種締め切り＞
・2月中　評価の更新(LASMI、転倒・転落)
・2/8（金）1月分経過記録締切
＜利用者様情報＞
デイケア

・中村　与一郎様～昨日、就労継続支援B型カシオペアの2回目の体験利用を実施している。ミトンを作るために鋏で布を切る作業をしたとのことで「切った枚数で工賃が決まるみたいなんですけど体験利用だからもらえないんですよ」と笑って話している。また、昨日の体験利用終了後の帰り道で転倒したと話しており、整形外科受診予定とのこと。無理せず体験を行い、受診結果を教えて欲しいことを伝えている。
・佐々木　理佳様～久々の来所となっている。レジ打ちの仕事は順調で1日5時間であり、今後は月1回で遅番勤務をする予定との事。上司へも自身の入院歴等伝える事が出来ており、配慮してもらっていると言う。幻聴は常にあるが、気にしないようにしており、服薬も出来ているとの事で評価し、継続的な服薬が病状安定に繋がることを伝えている。今後のデイケア利用は週1回を希望しており、2月は火曜日の利用の予定としている。昨夜2時間しか眠れなかったとの事で急遽主治医面談となっている。

・繁名　和恵　様～本人より「昨夜水抜きの作業をしたら、2時まで眠れなくてお腹が痛いので休みます。」と電話がある。下痢などはないか確認すると「少し緩いけど、ひどくない。」と話す。世話人へは話したか確認すると、相談したとの事で身体を温め、休養するように助言している。その後、グループホーム世話人から情報提供があり、上記の件に加えグループホーム内で朝の役割があり、6時には起きて準備をしていた為、睡眠不足との事。本日はデイケア欠席となる。

デイナイトケア
・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供があり、帰荘時に小刻み歩行でゆっくりと青風荘へ向かうため、青風荘スタッフが疼痛の確認をすると左下腿が痛いことを訴えている。その後時間が経ってから、膝が良くなったことを話していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所して直ぐにスタッフの名前を挙げ、「○○さん、足が痛いの良くなったよ。でも、膝かぶが痛いんだよ」と声高に何度も訴えている。そのため、痛みが引けてきたことについて話すと表情緩め立ち去っている。作業療法中は、声高に「音楽聞くの持って来てるから、音楽聞いてもいい？」と尋ねることがあり、聞いてもいいことを伝えると音楽を聞いている。
・稲垣　ふき　様～青風荘より情報提供があり、昨日いとう整形外科クリニックを受診し、右膝関節に注射を実施してきたとのこと。その他、前回の受診の際に行っていた骨密度検査の結果は、正常値範囲内であったとのこと。次回の受診予定は、4/8（月）。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、左上腕部が痛いとの訴えあり、青陽館の看護師に確認をしてもらっている。特に異常な様子は見られず、元々あった湿布を塗布し対処している。その後、朝になってから左上腕の痛みに関して確認をすると、本人様何のことを話しているのか分からないような様子であったとのこと。
・古舘　正行　様～青風荘より情報提供があり、右目を指差し、「痛い、目薬」と違和感があるとの訴えが聞かれている。確認し、右下眼瞼に赤みを確認し、違和感のある箇所を触らないように声掛けをして終えている。
ナイトケア
・村上　元道　様～グループホーム世話人より情報があり、本人から電話連絡があり「昨日の夜10時頃に叫び声が聞こえた。そんな人は入院させなさいよ。」との訴えがある。世話人より、事実確認や個人の特定が出来ていない事を伝えるが、直接、同グループの入居者様に聞いたり、他の入居者を疑っているとのこと。グループホーム内でもトラブルにならないように留意していくが、ナイトケアでも様子をしていくことしていく。
＜外来患者様情報＞

・田名部　一樹様～著変なし。幻覚妄想の再燃悪化はないようである。排便状況が良好である、と話す。今は青明舎に就労の事業所を探してもらっているところ。処方継続。
・中村　与一郎様～昨日仕事の体験利用。転倒して手をついた。痛みがあるので整形外科を受診する予定。精神面では特に変化はなく落ち着いている。処方継続。
・関　秀治様～著変なし。食事や睡眠は取れている。処方継続。

・駒木　洋士様～変わりないです、と。食事や睡眠はとれているといい、デイケアもきちんと参加できているとのこと。眠気は気にならない程度。処方継続。
・佐々木　理佳様～2日くらい前から22時～25時頃までしか眠れない、と早めに受診。幻聴体験は退院後も続いていたようだが、最近はさらに増えているとのこと。恐怖感や不安感などはないが、うるさく感じることもあるという。仕事はしっかりやれているというが、仕事中にも幻聴が聴こえる様にもなっているとのこと。抗精神病薬の調整が必要であると思われるが、本来2/19に受診する予定であったためそれまで少し様子をみたい、と。今回はフルニトラゼパムを追加（1→2mg）のみとした。

